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1．目的 ：本研究で は、自閉症幼児 1名 に対 して 、PECS の Phase1
の行動連鎖の確立 とPhase正の 行動 連鎖の 確立 後に対象児が メイ ン

セ ラ ピス ト （以下、MT ） に要求カ
ー

ドを渡 した 後、す ぐに 物品 を

充 足せず （行動連 鎖の 中断〉、コ ミュ ニ ケー
シ ョ ンス キル の 基礎 と

なる動作模倣を行 わせた 後、物品 を充足 する とい う指導手続きを行

っ 鳥 そ の 指導過程 にお い て、アイ コ ン タ ク トや発 声・発 語の 変化

につ い て 検討を行っ た D

II．方法 ： 1 ．対 象児 （以 下 A 児）：B 保育所に 在籍す る男 児 （研

究開始時 CA4 ：10）で あっ た。3歳時 に C 医科大学付属病院にて 自

閉症 と診断を受 け て い た。CA4 ；10 時の K 【DS （タイ プ T）の 結果

は、総合発達年齢 1：4 で あ っ た。CA4 ：10時の S・M 社会生活能力検

査 の 結果は SA1：6 で あっ た。
　 A 児の 言語表 出面に関して は、遊 び

場面 で 指差 し な どが 時々 見 られた が、日常的 には ほぼ皆 無で あ っ た。
発声は時 々 あ っ たが有意味か っ 機能的で は 無か っ た。要求表現と し

ては、ク レーン 行動、欲 しい もの を直接持 っ て くる行動が多く見 ら

れた。言語理解面に関 して、共同注意は A 児の 前方に ある もの に

対 して ｝誠 立 した。他者か らの 「これち ょ うだい。」 とい う要求に

関 して は、横 を向 く、指差 しを手で払 う、押 し返す とい う行 動が見

られた。また 「○○どれ ？」 とい う音声で の 問い か けに対 して は、
写真 や絵 カードで選 択 で きた。2 ．期 間及 び場所 ：3 日間 の 療 育キ

ャ ン プにて行 っ た。3 ．マ テ リアル ；PECS に用い る要 求物 として、
A 児の 好みの 物品 （お菓子やジ ュ

ー
ス ）を3 品用意 し鳥 また要求

物 を写真に 写 して カ ラ
ーボードに 貼 り付 けた縦 6 

・横 4cm の カ

ード （以下、写真カード） を用意した 。 ま たカードを取 るの に支障

の ない よ うに 肘 の 位置 を考慮 し て 高さ調節 を した椅子 と机を用意

した。4 ．セ ッ テ ィ ン グ ：A 児 とメ イ ン セ ラ ピス ト （以下、MT ）

が机 を介 して 対峙 す るよ うに座 っ た。
A 児の 背後 にはサブ セ ラピ ス

ト （以下、册 ）がつ き、ビデオ カ メ ラは A 児 の 目線の 推移が 判別

で き るよ うに、MT の 右斜 め後方に 設置 した。5 ．従属変数 ：PECS

にお け る要 求時の カード譲 渡行動 を構 成す る行動 要素 （  カードを

取る  カ
ー

ドを持っ た手 を ）・fl”に差 し出す  カ
ー

ドを離す）の 正

反応率、発声 ・発 語 の 生起頻度、ア イ コ ン タク トの 生起頻度、動作

模倣の 正 反応率 UR．2及び maintenanoe の み）を 従属変数 とした。
6，指導者 ：Mr 　1名 と ST　1名が指導者 と して担当した。　 MT 及

び ST は本研 究前 に PECS に関す る
一

定 の 知識 を獲得 して い た。
7 ．

手続き ： 1 ）事前調査 ：PECS に採用 され る A 児の 好み の 物品を

選定するに あた り母親か ら普段の 要求状況や要求物品を聞き取り、
それ を基 に PECS の 要求 物品 を選 定 した。2 ）　 　 倣 の ス キル

チ ェ ッ ク ：基本的な動作模倣 10種類 （タ ッ チ ・バ ン ザイ ・頭 ・お
なか ・拍 手 ・耳 ・

鼻
・

口
・目 ・

ひ ざ） を選 定 し、各動 作模倣 を 2 試

行ずつ 20 試行行っ た。各動乍模倣に お い て 2 試行中 1試行以上の

正 反応 が PECS の 手続きに付加す る動作模倣 と した。本児 は 10種

類すべ て の 動 1乍模倣におい て PECS の 手続きに付加された。3 ）

BL ： Bh ．で は、　PECS の Phase1 を行 っ た。　MT は物品充足者、
ST は A 児の 背 後 に つ い て 、　PECS カ

ー
ドを机 の 上 に提 示 す る こ と

や A 児 に対す るプ ロ ン プ トを行 っ た。 MT は A 児 の 目に視線を送

り続 け、対 象児 の 行動を観察 した。観察時 間は 5 秒 と した。A 児が

PECS カ
ー

ドを取 っ て、カ
ー

ドを持 っ た手 を MT に差 し出 し、カ
ー

ドを離す こ とを正 反応 とし、観察 時問 内に 正 反応が生起 した場 合

は、即 時の 物品 充足 を行 っ た。無反 応又 ｝
thtv

　 i・の 場合に 関 して は、
次 の 試 行 へ 移 行 した。物 品 の 提 示順 序は ラ ン ダム と した。4 ）

TR1 ：TR ，1 で は、　PECS にお ける Phase1 の 行動形成を行っ た。
セ ッ テ ィ ン グ及び MT 、　 ST の 動 きは B．L．と同様 で あっ た。 物品及

び PECS カード提示 よ り 3 秒以内で カード譲渡行動が生起 した場

合は正反応とし、即時に物品 充足を行っ た。無反応や誤反応の 場合

は ST がプ ロ ン プ トを行い カ
ー

ド譲渡行動が生起 した後、即時に物

品充 足 を行っ た。5）TR2 ：PECS の Phase1 に お い て A 児 がカ

ードを離 し、MT が受 け取っ た後、　MT は 3）でチ ェ ッ ク した動作 を

A 児 に提示 した，MT に よ る動作の 提示 か ら 5 秒 以内 に対象児の 動

僻 莫倣行動が生起 した ら、Mlr は A 児に即時に 物品充足 を行っ た。
5秒以内に A 児 の 動 髏 倣 が生 起せず、無 反応も しくは誤 反応で あ

っ た場合 は、ST が A 児 の 背後 か ら身体プ ロ ン プ トに よ り動 作模倣

の 形成 及 び 修 正 を行 い 、その 後物 品 を即 時 充足 した。6 ）

maintenanoe ：TR．2 の 3 ヵ 月後に TR．2 と同様の 手続きで行 っ た。

た だ しSTに よるA 児に対するカ
ー

ド譲躑 了動及び動1乍模倣の 無反

応時の プ ロ ン プ ト又 は
t ”

　 t・の 修正 は行わず、次の 試 行へ移行 した。
8 ．信頼 性 ：全試行 を ▽rR 録画 して、第 2 筆者を含めた 3 名で 、
発声・発 語 ・ア イコ ン タ ク トの生 起頻度及び生起タイ ミン グをチ ェ

ッ ク し 81．3％ の 一致 率 が得 られ た。
皿．結果 と考察 ：カ

ー
ド譲渡行動の 各行動要素、発 声・発語 等の 正

反 応率及び 生起率を 4試行 1ブ ロ ッ クで Kg ．1 に 示 した。　B．L 期

に お い て PECS カード譲 渡 行動 の 各行動 要素の 正 反応率 は 脳 で 、
発 声

・
発語及び アイ コ ン タク トは 25％の 生起率で あっ た 。 TR．1期

で は、全 7 ブ ロ ッ ク に お い て カ
ー

ド譲渡行動の 各行動要素は 全て

100％ にな っ た。しか し、TR1 の 発声 ・発語 及 びアイ コ ン タク トに

関 して は 50％ 以下 で あ っ た 。
TR ．2 の PECS カ

ー
ド譲渡行動 の 各行

動 要素の 正 反 応率は、ほ ぼ 100％で あっ た。ア イ コ ン タ ク トに 関 し

て は、10ブ ロ ッ ク以降か ら 100％ が続 き maintenanoe にお い て も

維 持 した。発 声 ・発諷 こ関 して は、10 ブ ロ ッ ク以 降か ら 50％ 以上

を維持 し、maintenano 巳 で は 75％の 生起率で あっ た。ア イ コ ン タ

ク トが上昇 した要因として、PECS の Phase 　1に おける確立 された

行動連鎖 を中断 し物 品が 与 え られ る た めに 必 要 な基礎 的 なコ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン で あ る動 作模倣 を行 わせ MT の 方く視線を向 けさせ

た こ とが、MT へ の 視線の 定位 を促 進 した と考 え られ る。本研 究の

手 続きにお け る機能釣なア イ コ ン タク トの 上 昇は、発声・発語の 生

起率を上昇させ る こ とが示 された。
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